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I La- 1 ブ ラ ジ ャー－着 用に伴 う乳房 の振 動物 吐の変 化

○岡部和代＊ 伊 冲久美 子＊＊ 大神晃＊3 黒 川隆夫＊3

(＊京都女大短 大， ＊＊京都女大 ＊3京 都工繊 大･ 院)

目的：ブラジャーの設計には，乳房の形状や静的・動的な生体瑞牲を正確に把賤して，その情報を反映させ

ることが求められる．その中でも，日常動作や運動によって複雑に動く乳房とブラジャーとの運動適合性は着

心地を大きく左右するため，乳房の力学的璃肋を捉えることが重要であるが未だ明らかにはされていない．本

研究では，乳房独自およびブラジャー着用に伴う乳房の振動樹生の変化を捉えて，両者間の差異を明らかにす

ることを目的とした．

方法：乳房は胸郭に対して方向性をもっている．そのため，動きの追跡を左乳房部とし，左乳房部上に印し

た14 点並びに基準点の動きを運動解析システムで追跡し0.033 秒毎の２次元の変化を解析した. CGD カ メラ

で取り込んだ直後の測刻 國ま体幹部の動きを含んでいるため，乳房から隔たった基準点の佃

補正し，さらに歩行周期に応じた体軸回りの回転の影響を角度補正した．体幹部の動きから歩行中の乳房の振

動を分離して抽出した値について，裸体時とブラジャー着用時の乳房の振動を解析した．

結果：裸体時の乳房の振動は部位によって異なり，歩行速度が速いほうが大きい. 外 綸から中輪 内輪へと

大きくなり，歩行周波数を１つのピークとするスペクトルをもっている．また，乳房の体側寄りと正中寄りと

では振動に相違が見られた ブラジャー着用により,ブラジャー内の乳房の振動ゆ1 さヽく,そ の動きは微細で複

雑な動きを繰り返し,裸体時とはまったく異なった振動を起こしていることが分かった．また, 上カップと下カ

ップにより特性が異なることが認められた．

I La- 2 寝衣 の 快適 性 に 関 す る 研 究

○西 渾 瑞枝　 伊藤 美 由紀　 木 岡悦 子( 京 女大)

【目的】皮膚に直接触れ最も身近な環境を作る寝衣は睡眠の質を左右すると思われる。

寝衣の選択･快適性に関する実態を調査するとともに、生体反応(脳波)から着心地に関する

因子を分析･検討し、快適な寝衣の条件を考える手がかりとした。

【方法】①実態調査：男女304 名、寝衣の形態･着心地等についてアンケート調査実施。②

着用実験:被験者は健康な若年女性2 名､体型密着型パジャマＡ(綿100% 、ゆとり量B:xlO%･

W:x4. 5%に作製したもの)、対照としてゆとりのあるパジャマＢをそれぞれ着用した。頭皮

上４箇所(図1) に電極を装着し、深呼吸･寝返り等の負荷を与え、30 分間(閉眼･横臥状態)

脳波を測定した。Ａ服実験後30 分休息し、同様の実験をＢ服について行った。各々測定後

着用感を調べた。

【結果】①アンケート結果から、睡眠スタイルは高齢ほど早寝早起きで睡眠時間も長く、

Ｔシャツ・ズボンを寝衣とする者が若年層に有意に多くみられた。高齢者は就寝中の動作

の妨げや肌触り等に敏感であることが分かった。

②着用実験中の寝返りなど負荷後にみられる脳波が被験者いずれもＢ服の方に、ａ波(8～

13H z) の出現が多いく、また全測定間のα波帯域の出現率が、被験者いずれもＡ服よりＢ

服の方が多かった。体型密着型Ａ服着用時よりもゆとりのあるＢ服着用時の方が、リラッ

クスした状態であることが生体反応(脳波)から明らかとなり、着用感の裏付けとなる快適

因子を脳波から捉えることができた。今後寝衣や癒しの衣服設計にいかしたい。
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